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非
　
一
之
編
著

『
青
海
民
族
史
入
門
』

　
本
書
は
『
中
魯
民
族
史
入
門
叢
書
』
中
の
第
一

冊
で
あ
る
。
そ
の
前
言
に
依
れ
ば
、
こ
の
叢
書
は
、

中
国
民
族
史
に
興
味
を
有
し
、
こ
れ
の
研
究
に
志

す
人
を
読
者
の
対
象
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
意
図

す
る
と
こ
ろ
は
、
読
者
の
中
国
同
族
史
の
学
習
力

の
向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、
専
門
的
テ
ー
マ
の

研
究
に
進
む
た
め
の
指
針
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。

従
っ
て
本
叢
書
は
中
国
疑
族
史
の
研
究
入
門
書
と

い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
『
申
扇
民
族
史
入
門
叢
書
』
は
体
裁
上
、
各
民

族
史
と
地
区
民
族
史
に
応
じ
て
分
冊
に
し
て
編
纂

さ
れ
る
が
、
各
冊
に
は
原
則
と
し
て
三
つ
の
部
門
、

即
ち
歴
史
概
説
、
史
料
簡
介
、
研
究
綜
述
が
設
け

ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
各
民
族
或
い
は
各

地
区
の
民
族
の
歴
史
の
歩
み
や
そ
の
特
徴
、
専
門

的
テ
…
マ
の
研
究
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
基
本

史
料
、
各
当
該
領
域
で
の
研
究
の
成
果
と
問
題
点

等
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
本
叢
書
の
編
纂
事
業
は
尊
翁
独
健
教
授
の
懇
切

な
指
導
の
下
に
開
始
さ
れ
、
国
内
の
多
数
の
民
族

史
学
者
の
熱
烈
な
支
持
協
力
を
受
け
て
進
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
本
叢
書
こ
そ
は

事
実
上
現
代
の
中
国
民
族
史
学
者
の
教
学
経
験
と

研
究
成
果
の
集
大
成
と
い
う
形
に
な
る
で
あ
ろ
う
、

と
言
う
。

　
さ
て
、
青
海
亀
は
古
く
か
ら
多
民
族
居
住
地
区

で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
早
く
も
先
秦
時
期
か
ら
西

戎
と
か
弗
戎
が
住
み
、
漢
代
に
は
小
月
氏
と
飼
奴

も
住
聴
し
た
。
西
晋
時
代
に
入
る
と
耳
介
族
が
東

辺
部
に
大
量
に
移
住
し
、
小
原
圏
を
建
て
た
も
の

も
あ
っ
た
。
南
北
朝
時
代
に
は
青
海
湖
周
辺
に
吐

谷
渾
王
国
が
存
在
し
た
が
、
唐
初
に
吐
蕃
に
減
ぼ

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
諸
民
族
も
当
然
青
海
古
代
民

族
史
の
研
究
範
囲
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
本
叢
書
中
別
に
専
門
書
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の

で
、
本
書
で
は
現
在
青
海
省
に
屠
住
し
て
い
る
蔵

族
、
蒙
古
族
、
土
族
、
撒
拉
族
、
回
族
の
歴
史
が

専
ら
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
五
年
の
統
計

に
依
る
と
、
青
海
省
の
人
口
は
約
四
〇
七
万
。
そ

の
中
、
こ
れ
ら
五
つ
の
民
族
が
一
五
九
万
で
、
三

九
・
四
％
を
占
め
、
漢
族
が
二
四
七
万
で
、
六
〇

・
四
％
を
占
め
て
い
る
。

　
本
書
第
一
編
は
歴
史
概
述
で
あ
り
、
青
海
蔵
族

史
要
、
青
海
蒙
古
族
史
要
、
土
族
史
要
、
撒
拉
族

史
要
、
青
海
回
族
史
要
の
各
節
に
分
け
ら
れ
て
い

る
。
各
節
共
に
民
族
の
来
源
か
ら
説
き
起
こ
し
、

宋
代
な
い
し
元
代
か
ら
、
闘
代
、
三
代
、
民
國
時

代
ま
で
順
を
追
っ
て
歴
史
を
概
説
し
て
い
る
。
い

ず
れ
の
民
族
史
に
お
い
て
も
社
会
経
済
史
に
目
配

り
が
よ
く
利
い
て
い
る
の
は
美
点
で
あ
る
。
例
え

ば
土
族
史
に
お
い
て
は
、
牧
畜
業
生
産
か
ら
農
業

生
産
へ
の
転
化
過
程
を
史
料
に
基
づ
い
て
詳
し
く

述
べ
、
水
利
灌
概
設
備
や
農
産
物
も
具
体
的
に
挙

げ
て
い
る
。

　
撒
拉
族
史
と
回
国
史
に
あ
っ
て
は
身
代
に
イ
ス

ラ
ム
教
の
教
派
争
い
が
深
刻
化
し
、
こ
れ
が
度
々

反
清
武
装
闘
争
に
転
化
し
た
が
、
こ
う
し
た
方
面

の
叙
述
は
特
に
詳
細
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
第
一

編
は
限
ら
れ
た
紙
数
に
も
か
か
わ
ら
ず
内
容
が
豊

か
で
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
必
要
に
し
て
十
分
な
典

拠
で
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
編
は
青
海
民
族
史

の
信
頼
で
き
る
通
史
と
し
て
、
初
学
者
の
み
な
ら

ず
専
門
家
に
も
推
奨
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
編
は
史
料
簡
介
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
青
海

蔵
族
史
基
本
史
料
、
青
海
蒙
古
族
史
基
本
史
料
、

土
族
史
基
本
史
料
、
撒
親
族
史
基
本
史
料
、
青
海

園
族
史
基
本
史
料
、
の
各
節
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
史
料
は
漢
文
史
料
の
み
な

ら
ず
、
蒙
古
文
、
碑
文
、
撒
拉
文
史
料
も
あ
り
、
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す
こ
ぶ
る
よ
く
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
特
に
漢
文
史

料
に
あ
っ
て
は
、
官
方
文
献
、
編
年
史
籍
、
紀
伝

体
史
籍
、
私
家
著
述
、
方
志
及
び
社
会
調
査
等
に

分
け
ら
れ
て
、
ひ
と
き
わ
懇
切
丁
寧
に
説
明
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
解
題
を
介
し
て
読
者
に
新
し

い
研
究
課
題
へ
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
も
ら
お
う

と
す
る
著
者
の
熱
意
が
十
分
に
感
じ
取
れ
る
。

　
史
料
の
中
に
は
専
門
家
に
も
馴
染
の
な
い
も
の

も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
佑
寧
寺
活
仏
三
世
土
観

・
羅
桑
蔓
草
尼
爲
の
著
作
『
塔
ホ
寺
志
』
（
本
書
は

O
o
＝
0
9
巴
ノ
＜
o
鴨
冨
o
h
日
、
閂
崔
、
戸
7
三
塞
、
窪
じ
篭
一
？
9
書
σ
q
－

o
ぎ
も
。
－
二
男
∴
受
一
∴
昌
p
、
一
〇
’
、
0
5
早
撃
く
U
o
一
三
㌔
一
り
＄
1

芦
　
に
は
未
著
録
）
、
緑
苔
樗
寺
活
仏
智
貢
巴
・
貢

却
丹
巴
続
傑
の
著
作
『
静
寧
東
商
爾
関
与
東
科
爾

呼
図
輿
図
』
、
土
古
の
重
要
史
料
た
る
『
民
和
奉
・

氏
宗
譜
』
（
畏
和
椹
案
館
に
存
す
）
や
『
渥
東
祁
氏
宗

譜
』
（
青
海
省
図
書
館
に
存
す
）
そ
の
他
の
譜
乗
類
、

撒
拉
語
手
抄
本
の
『
雑
学
本
本
』
、
等
々
の
如
き

で
あ
る
。
こ
う
し
た
類
の
他
に
、
海
外
で
は
入
手

困
難
な
内
部
印
行
本
も
相
当
数
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
故
に
第
二
編
は
ひ
と
り
初
学
者
の
み
な
ら
ず
、

専
門
家
に
も
ま
こ
と
に
有
益
で
あ
る
。
た
だ
読
者

の
た
め
に
は
少
数
民
族
語
史
料
に
対
し
て
は
書
名
、

著
者
名
の
ロ
ー
マ
字
綴
り
を
併
記
し
て
欲
し
か
っ

た
と
思
う
。
な
お
、
若
干
の
史
料
に
つ
い
て
は

刊
本
の
説
明
が
不
十
分
な
の
も
物
足
り
な
い
。
例

え
ば
、
『
勢
多
政
教
史
』
に
つ
い
て
刊
本
に
全
く

言
及
が
な
い
が
、
　
こ
れ
に
は
り
。
剛
お
。
・
置
Ω
螢
益
養

a
こ
同
7
0
0
0
霧
＝
〉
瞬
ヨ
巴
ω
9
＞
旨
〔
一
P
G
。
＜
o
一
ρ
乞
⑦
’
＜

∪
。
一
管
お
↓
地
謡
●
や
『
安
多
政
教
史
』
（
島
島
民
族

出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
そ
の
他
が
あ
る
。
松
巴
・

益
西
班
覚
著
『
青
海
史
』
に
は
楊
和
曙
漢
文
訳
注

本
が
あ
る
と
の
み
言
う
が
、
こ
れ
は
英
文
訳
注
本

（
寓
0
6
玄
p
＜
琶
α
q
”
§
δ
＞
p
剛
麺
ぴ
9
開
。
ぎ
8
び

ζσ

ﾂ
9
ご
ε
α
q
ε
ジ
む
＄
）
で
は
な
い
の
か
。
『
年
無
舞

奏
折
専
集
』
と
は
台
北
刊
本
（
『
年
鑓
聯
奏
摺
専
輯
』

三
巻
、
国
立
故
宮
博
物
院
、
　
一
九
七
一
年
）
と
別
物
な

の
だ
ろ
う
か
。
初
学
老
が
史
料
を
実
際
に
手
に
す

る
た
め
に
は
、
史
料
の
具
体
的
で
正
確
な
出
版
情

報
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
う
し
た
情
報
提
供
は
多

け
れ
ば
多
い
ほ
ど
良
い
の
で
あ
る
。

　
本
書
第
三
編
は
研
究
綜
述
と
題
し
、
青
海
蔵
族

史
、
青
海
蒙
古
族
史
、
土
族
史
、
垂
穂
族
史
、
青

海
回
読
史
の
各
方
面
に
亙
る
新
中
国
成
立
以
後
の

研
究
概
況
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
中
国
圏
内
の
各
種

刊
行
物
に
登
載
さ
れ
た
論
文
の
み
が
対
象
と
さ
れ

て
い
る
。
従
っ
て
外
国
人
の
研
究
は
中
砂
語
に
翻

訳
さ
れ
た
も
の
以
外
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い

（
但
し
日
本
語
の
論
文
は
若
干
扱
わ
れ
て
い
る
）
。
　
太
一
書

の
如
き
高
度
な
研
究
入
門
書
と
し
て
は
や
は
り
国

外
で
の
研
究
概
況
へ
の
配
慮
も
望
み
た
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
論
文
は
テ
ー
マ
ご
と
に
整
理
さ
れ
、
論
点
が
よ

く
分
か
る
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ

る
と
、
青
海
蒙
古
族
史
上
の
河
南
親
王
の
研
究
に

つ
い
て
は
次
の
如
く
記
さ
れ
る
。

　
　
和
碩
客
前
首
旗
河
南
親
王
器
量
遺
言
の
一
系

　
　
は
二
百
余
年
に
わ
た
り
隆
盛
を
続
け
て
衰
え

　
　
ず
、
豊
楽
は
解
放
後
、
〃
河
南
蒙
古
族
自
治

　
　
県
”
を
設
け
た
が
、
青
海
蒙
古
斑
部
中
特
殊

　
　
な
地
位
に
あ
っ
た
。
『
河
南
蒙
古
族
自
治
県

　
　
概
況
』
（
一
九
八
五
年
出
版
）
に
専
章
が
あ
っ
て

　
　
論
述
さ
れ
て
い
る
外
、
な
お
以
下
の
数
篇
の

　
　
専
文
が
あ
る
。
曲
又
薪
「
蒙
古
和
着
意
部
在

　
　
青
海
黄
河
尊
前
苗
旗
親
王
世
系
述
略
」
（
『
青

　
　
海
民
族
学
院
学
報
臨
一
九
八
四
年
第
一
期
）
と
「
拉

　
　
卜
樗
寺
之
根
本
檀
越
黄
河
南
蒙
古
親
王
概

　
　
況
」
（
『
甘
愚
民
晶
恢
研
魔
九
』
　
一
九
八
＝
一
年
第
一
二
期
）

　
　
は
、
前
者
は
専
ら
そ
の
世
系
と
襲
位
情
況
及

　
　
び
王
胤
組
織
を
述
べ
、
後
者
は
遠
祖
近
祖
か

　
　
ら
説
き
起
こ
し
、
併
せ
て
清
幽
と
の
関
係
、

　
　
王
位
砂
嚢
及
び
王
府
組
織
と
轄
地
謡
の
情
況

　
　
を
論
述
し
て
い
る
。
辛
建
平
の
「
河
南
蒙
古

　
　
親
王
与
拉
ト
甥
寺
院
」
（
『
青
海
地
方
憲
研
究
』

　
　
一
九
八
闘
年
第
二
期
）
の
一
文
は
拉
卜
樗
寺
の
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創
建
、
発
展
を
論
述
の
重
点
と
し
た
も
の
で

　
　
あ
る
（
一
七
九
頁
）
。

　
本
編
に
お
い
て
も
固
有
名
詞
は
漢
字
で
の
み
表

記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
や
は
り
改
善
の
余
地

が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
青
海
蔵
族
史
上
の
西
納
氏

一
族
に
つ
い
て
、
西
納
則
覚
や
西
納
貝
本
の
如
き

人
名
の
原
語
を
即
座
に
答
え
る
こ
と
の
で
き
る
初

学
者
は
決
し
て
多
く
あ
る
ま
い
。
N
一
塁
開
需
①

、
一
P
N
一
口
管
∪
℃
巴
．
9
鶯
と
ロ
ー
マ
字
表
記
を

併
記
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
欧
文
の

文
献
に
つ
い
て
も
、
原
題
と
原
載
誌
名
を
示
す
べ

き
で
あ
る
。

　
第
三
編
は
ま
さ
し
く
中
国
歴
史
学
界
の
回
顧
と

展
望
と
も
呪
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
に
は

中
国
歴
史
学
界
が
過
去
に
挙
げ
た
饗
し
い
研
究
業

績
と
将
来
へ
向
け
て
の
研
究
課
題
が
具
体
的
に
提

示
さ
れ
て
い
る
。
国
外
の
青
海
民
族
史
研
究
者

と
し
て
も
本
編
の
内
容
を
知
悉
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
世
界
中
の

青
海
民
族
史
研
究
者
の
座
右
の
書
と
な
る
で
あ
ろ

h
つ
。

　
本
叢
書
は
本
書
を
皮
切
り
に
第
一
期
分
と
し
て
、

今
後
『
満
腔
史
入
門
』
、
『
渤
海
史
入
門
』
、
『
営
門

民
族
史
入
門
』
、
『
吐
谷
渾
史
入
門
』
、
『
衛
拉
愚
蒙

古
史
入
門
』
の
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
順
調
な
上
梓
を
切
に
祈
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
新
書
版
　
二
五
九
頁
　
一
九
八
七
年
八
月

　
　
　
　
青
海
人
民
出
版
社
　
一
・
六
〇
元
）

　
　
　
　
　
（
若
松
　
寛
　
京
都
府
立
大
学
文
学
部
教
授
）

新
宿
区
教
育
委
員
会
編

『
新
宿
区
地
図
集
－
地
図
で
見
る

新
宿
区
の
移
り
変
わ
り
一
』

『
地
図
で
見
る
新
宿
区
の
移
り

変
わ
り
』
（
全
五
冊
）

　
本
成
果
は
、
新
宿
区
に
関
わ
る
絵
図
・
地
図
を

整
理
・
編
集
し
た
地
図
集
で
あ
る
。
資
料
と
し
て

区
立
中
央
図
書
館
が
収
集
し
た
郷
土
資
料
・
行
政

資
料
の
地
図
類
を
中
心
に
、
国
立
国
会
図
書
館
な

ど
の
駈
蔵
す
る
地
図
類
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
前
者
『
新
宿
区
地
図
集
』
　
（
一
〇
五
買
、
図
版

二
八
点
）
は
後
者
五
冊
に
先
立
ち
、
昭
和
五
四
年

に
出
版
さ
れ
た
。
新
宿
区
全
体
を
表
現
す
る
絵
図

・
地
図
を
収
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
絵
図
・
地
図

は
賭
代
別
に
、
1
．
江
戸
蒔
代
、
H
．
明
治
初
年

か
ら
関
東
大
震
災
ま
で
、
盟
．
関
東
大
震
災
か
ら

太
平
洋
戦
争
ま
で
、
W
．
太
平
洋
戦
争
後
、
の
四

期
に
整
理
・
分
類
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
各
絵
図

・
地
図
に
関
す
る
解
説
が
成
さ
れ
て
い
る
。
巻
末

に
は
、
新
宿
区
関
係
の
地
図
目
録
（
江
戸
時
代
以

降
）
が
付
さ
れ
、
本
書
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
絵

図
・
地
図
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
後
老
『
地
図
で
見
る
新
宿
区
の
移
り
変
わ
り
』

は
区
内
各
地
域
に
関
す
る
地
図
集
で
、
五
需
よ
り

成
る
。
す
な
わ
ち
牛
込
編
（
昭
和
五
七
年
発
行
、

五
〇
三
頁
、
図
版
一
〇
二
点
）
、
四
谷
編
（
昭
和

五
八
年
、
　
六
一
五
｝
貝
、
　
図
版
一
一
五
点
）
、
　
淀
橋

・
大
久
保
編
（
昭
和
五
九
年
、
四
八
○
頁
、
図
版

一
〇
六
点
）
、
　
｝
戸
塚
・
落
合
帽
禰
　
（
昭
和
六
〇
年
、

五
四
九
頁
、
図
版
一
一
五
点
）
、
そ
し
て
索
引
編

（
昭
和
六
二
年
、
一
〇
八
八
頁
）
の
五
擁
で
あ
る
。

　
ま
ず
索
引
編
以
外
の
四
冊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
区
内

各
地
域
の
地
図
及
び
解
説
で
構
成
さ
れ
る
。
地
図

に
関
し
て
、
近
世
の
切
絵
図
・
町
絵
図
・
村
絵
図

や
近
代
の
区
全
図
（
四
谷
区
・
牛
込
区
）
な
ど
一

般
図
だ
け
で
な
く
、
近
代
の
地
籍
図
・
土
地
宝
典

な
ど
主
題
図
も
時
代
順
に
幅
広
く
収
め
て
い
る
。

次
に
解
説
に
関
し
て
は
、
所
収
地
図
の
解
説
だ
け

で
な
く
、
当
該
地
域
の
「
町
と
く
ら
し
」
に
つ
い

て
の
論
文
・
エ
ッ
セ
イ
を
四
五
編
（
牛
込
編
九
、

四
谷
編
＝
一
、
黒
歯
・
大
久
保
編
＝
一
、
戸
塚
・

落
合
編
一
二
）
収
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
図
集

を
興
味
深
い
も
の
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ぼ
、
福
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